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日 時間 予約・対象 行事 主催 場所 

２（金） 10：00～  
にこにこ広場 
◆ボウリング大会 

スマイル片江 

【社会福祉協議会助成事業】 片江公民館 

９（金） 10：00～  

歩こう会 
◆いこいの家→風致公園（日本

文学碑園） 
❀大宰治の石碑・折口信夫の石碑
を見て散策 

衛生連合会 
片江老人 

いこいの家 

１５（木） 13：30～  さんさんサロン 
さん SAN☀片江 
【社会福祉協議会助成事業】 

片江 

江陽館 

１６（金） 10：00～  ふれあいこどもサロン 
神松寺３－１の 
ボランティア 
【社会福祉協議会助成事業】 

ふれあい会館 

１６（金） 13：30～  
ふれあいサロン 
◆絵手紙 

 （祝日のため第 3 週に変更） 

ひまわり片江 
【社会福祉協議会助成事業】 

片江公民館 

毎月 

第２・４金曜 
10：00～  

こどもサロン四つ葉 
◆９日 

 （第４金曜日はお休みです） 

片江 1～３丁目の 
ボランティア 
【社会福祉協議会助成事業】 

片江 

江陽館 

◆お問合せ・お申込み  自治協議会 電話・ＦＡＸ：871-5341 
◆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定が変更になる場合があります。 

【 ９月 片江校区の行事予定】 

 

片江自治協ニュース ２０２２年８月 No.２０６ 

 

 
片江校区自治協議会 

片江５－３５－２０ 片江公民館内 

電話・FAX ８７１－５３４１ 

2022年人権カレンダー標語 

体の傷は治るけど 

  心の傷は 
    治らない 
？ 

嶋田 りこ 

『住んで良かった・住み続けたいと思える片江校区』をめざして 

 

今年の８月１５日で太平洋戦争終結から７７年が経ちます。戦争を実際に体

験し、語ることのできる方が、だんだん少なくなってきました。 

 

【片江まつり 中止決定】 

７月１８日（月）に第２回実行委員会が行

われ、片江まつりの開催について検討が行わ

れましたが、新型コロナウイルス感染拡大防

止のため、中止が決定いたしました。 

【献血会 9 月 24 日実施予定】 

 担当役員・自治会長を中心に実施します。 

【ほうけんぎょう 令和５年１月８日実施予定】  

 ７月の常任委員会にて、ほうけんぎょう実

行委員の推薦をお願いしています。各自治会

から１名、各部会から１名、協力団体（片江

小・中 PTA）から１名。第１回実行委員会を

９月 29日（木）19時から片江公民館で行い

ます。 

 

片江校区には 12,439 人が住んでいますが、そのうち 8０歳以上が 950人。校

区内で当時を語ることのできる体験者は校区全体の約 7.6％となりました。 

 

私たちの住む福岡市で空襲（福岡大空襲）があったのは終戦の約２ヶ月前。アメ

リカ軍の戦略爆撃により６月 19 日～20 日にかけて空襲が行われ、死者 902 人、

負傷者 107８人、行方不明 244 人の被害がでました。軍の関連施設や学校・工

場・商店街から一般民家など多数の建物が被弾炎上し、電気・ガス・水道などの公

共施設も被害を受け、壊滅的な状態に陥りました。上の図にあるように、市の中心

部・主要な地域が標的となったようです。 

空襲直後の市民生活はどのようなものだったのでしょうか？当時の西日本新聞

の記事によると、戦災者の集団生活場所を指定し、そこを通じて生活必需品や、物

資を配給することとなったそうです。物によっては町内会長が配給先で一括配給を

受け、町内会毎に戦災者へ配給することも行っていたようです。戦災１ケ月後には、

運輸や通信・各種重要施設は直ちに復旧し、農村では隣組単位の横穴式壕やタコツ

ボ壕（一人用防空壕）などを造り、農具や保有米・衣料の確保、仮の農業倉庫など

も造られました。 

そして戦災約２ヶ月後、8 月 15 日に終戦を迎えました。1946 年１月、市に

新設された復興部を中心に都市計画街路・区画整理区域・公園緑地計画や地域地区

などが決定され、1949 年には人口が 37 万７千人にのぼり戦前の最高人数に。

1975 年には 100 万人を超え、九州の中心都市として発展しました。 

当時 現在 校区にお住
いの人数 

3～7 歳 80～84 歳 ４２４人 

8～12 歳 85～89 歳 ３３４人 

13～17 歳 90～94 歳 １５５人 

18～22 歳 95～99 歳 ３４人 

23 歳以上 100 歳以上 ３人 

↑福岡市城南区住民基本台帳より 

       総務省ホームページより→ 

当時の市民は、隣近所みんなで助け合い復興に力を入

れていたことでしょう…戦争を何も知らない私達には想

像を絶する苦しみがあったでしょう… 

 

下の碑をご存じですか？戦後 50 年を節目に永久の平

和を願い博多港に建てられた記念碑です。かつて博多港

が国内最大の引揚港として役割を果たしました。それを

忘れることなく、多くの人々に多大な苦痛を与えた戦争 

という歴史を教訓に悲惨な体

験を二度と繰り返さないよう

語り継いでいきましょう。 

 

↑総務省ホームページより 

 

マリンメッセ 

 エキシビジョン
パーク 


